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令和元年度 第１回 鳥取市総合企画委員会 議事概要 

日  時  令和元年７月３０日（火） 午後２時３０分～午後４時 

場  所  鳥取市役所本庁舎６階 全員協議会室 

出席委員  井上裕章委員、小谷加代子委員、塩谷義勝委員、清水雄作委員、下田敏美委

員、杉本由美子委員、田中節哉委員、馬場一憲委員、浜江和恵委員、林 由

紀子委員、森本孝行委員、安田晴雄委員、矢野順治委員、山田康子委員、山

根滋子委員、山本暁子委員、吉田雅之委員 

欠席委員  上原幸恵委員、河上友香委員、森原昌人委員 

鳥 取 市  副市長ほか関係部局長、政策企画課、創生戦略室 

１ 開会 

【高橋企画推進部長】  

ただいまより第１回の鳥取市総合企画委員会を開催させていただきたいと思います。 

 本日、議事になるまで進行を務めさせていただきます企画推進部長の高橋と申します。

よろしくお願いいたします。開会に当たりまして、羽場副市長が挨拶をいたします。 

２ 副市長あいさつ 

【羽場副市長】 

皆さん、こんにちは。副市長をしております羽場恭一と申します。どうぞよろしくお

願いをいたします。 

 本来ですと、この審議会に諮問をするべく、市長の深澤がごあいさつを申し上げるとこ

ろですが、あいにく入院加療中ということでございまして、誠に申し訳ございません。か

わって、私から一言お礼とお願いのごあいさつをさせていただければと思います。 

 この鳥取市総合企画委員会でございますけど、歴史は古くて、昭和２８年の４月に制定

された、鳥取市総合企画委員会条例というものに基づいて設置をされております。市の重

要課題ですとか市政運営、いろんな面で委員の皆様方の御審議を賜りながら進めていくべ

く、諮問機関という位置づけでございます。このたびお願いをしたいものにつきましては、

次期鳥取市総合計画について御審議を賜りたいと思っております。 

 鳥取市は、昨年の４月に中核市になりまして、連携中枢都市圏ということで、周辺の１
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市５町と連携しながら、いろんな施策を進めておるところでございます。地方創生の時代

で、少子高齢化の時代でということでございまして、やっぱり単市、単町、そういったも

のでくくっているだけでは、なかなか地域の活性化は難しいということで、連携中枢都市

圏ということでお互いを補いながら、助け合いながら圏域を発展させていこうという新た

な取り組みも進めておるところでございます。 

 それより前にできました第１０次総合計画、これは平成２８年の３月にできたものでご

ざいますけども、これが５年たちまして、令和３年度からは新たな総合計画の立ち上げに

なるということで、これにつきまして、先ほど申し上げました中核市になりまして、連携

中枢都市圏、いろんな分野で新たな取り組みを始めているという、そういったことも踏ま

えて、新たな総合計画を立ち上げるべく、いろいろ御検討いただければなと思っておりま

す。 

 あわせまして、創生総合戦略といいまして、これは先ほどの１０次総、平成２８年より

も１年前の平成２７年、２０１５年から国が鋭意進めております地方創生でございます。

鳥取市もそれに倣いまして、鳥取市創生総合戦略ということで、ひと・しごと・まちとい

うことで、人が大事というスタートラインからスタートをしております。これもかなり年

数がたっております。こういったことの検証をしながら、見直しをしながら進めていくべ

く、いろんな御意見も賜ればというふうに思っておるところでございます。 

 鳥取市は１５年前に市町村合併いたしまして、その当時の人口が２０万１，７００人と

かそのぐらいの、２０万を超えて特例市になったという時代もございましたが、直近では

１８万８，０００人を切りまして、１８万７，０００人ということで、人口は残念ながら

徐々に減っております。市の人口ビジョンからいきますと、もう少し減る見込みも立って

おります。そういった中で、税収もなかなか伸び悩むというような現状もございます。い

ろんなマイナスの要素もありながら、それでも地域で住んで、住み続けたいという鳥取市

になっていくべく、いろいろな施策を強力に推進していきたいと考えておるところでござ

います。 

 皆様方の忌憚のない御審議、御意見を賜りながら、一緒になって進めていきたいと考え

ておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございます。

３ 委員自己紹介 
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４ 委員長・副委員長選出 

【高橋企画推進部長】 

委員長、副委員長の選出に移りたいと思います。 

 本委員会の条例によりまして、委員長１人、副委員長１人を委員の互選により選ぶとい

うことになっております。互選ということでございますが、いかが取り計らわせていただ

きましょうか。 

 もしよろしければ、事務局から御提案をさせていただければと思いますが、よろしゅう

ございますか。（「よろしいです」と呼ぶ者あり） 

 それでは、委員長に、前委員会に引き続きまして安田晴雄委員、副委員長には林由紀子

委員にお願いしたいと考えております。 

 皆様の御意見を伺いたいと思います。いかがでございましょうか。 

〔拍 手〕 

【高橋企画推進部長】 

 ありがとうございます。それでは、委員長を安田委員、副委員長を林委員にお願いした

いと思います。 

 それでは、委員長席と副委員長席へ移動をお願いいたします。 

〔委員長・副委員長席へ移動〕 

【高橋企画推進部長】 

 それでは、委員長、副委員長にごあいさつをいただきたいと思います。 

【安田委員長】 

 失礼します。委員長を拝命つかまつりました安田でございます。随分と長い間、この会

に出席をさせていただいておりますけども、私の任期は、実を言いますと、副会頭職は１

０月３１日で終了でございまして、また後任が出るかと思いますけども、どうぞよろしく

お願いをしたいと思います。 

 大変暑い中を、本当に御苦労さまでございます。昨日、私の車の温度計は４０度ぐらい

になっていたんですが、今日出る前は３７．５度ということで、下がっているのがいいの

かどうかよくわかりませんが、本当に暑くて困っております。 

 実は今年、私、後期高齢者ということで、大きな保険証をいただきました。この保険証

というのはどこに入れればいいのか、通常の保険証ですとカードと同じサイズになってお

りますので、そのままカードケースに入れるんですけれども、折るわけにいかないですし、
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本当に大きな保険証をもらって、感謝どころではなくて、非常に迷惑千万であるなという

ふうに思っております。もう少し小さくならないものでしょうか。これは小言であります

けれども。 

 １点、今、ちまたのニュースの中、いわゆる「はやぶさ２号」の話がよく出ておると思

いますけれども、これは私も仕事柄、非常に興味がありまして、小宇宙、小惑星のリュウ

グウに軟着陸を２度もしたと。で、そのリュウグウの鉱物を採取したと。実はこれは人類

始まって最初のことでありまして、月にはアポロが軟着陸をしまして、石を持ち帰ってお

るわけでありますけれども、その他の星座、星雲にそういうものを持ち帰るということは

ないことで、やっぱり日本の技術はすごいなと思うわけであります。 

 世界に冠たる日本の技術、僕は、当初、これが一番最初に申し上げたと記憶をしておる

んですけれども、この「はやぶさ２」における、いわゆる宇宙探査技術、これはＮＡＳＡ

も当然認知をしておりまして、この技術を教えてくださいということで、ＮＡＳＡからも

そういう調査依頼があるようであります。それから、ハイブリッドカーで代表されますよ

うに、エコカー、これも日本のすばらしい製造技術、世界に冠たる製造技術でございます。

それから、もう当たり前のことになっておりますけれども、ロボット制御技術、いわゆる

生産設備の中で、ロボットを駆使して、無人でシステムを立ち上げていくという、この技

術も世界に冠たるものでありますし、それから、リチウムイオン、ニッケル、二次電池、

これも、鳥取にも実を言うとつくる工場がありますけれども、これも世界一。数えあげれ

ば、もう本当にきりがございませんけども、よく自衛隊でお使いになっておられる装置の

中で、海水を真水に転換をさせる技術、これも世界一でございます。 

 このように、私たちの周りには、本当に世界一のものがたくさんあるにもかかわらず、

日本の今の生産、ＧＤＰは世界第３位という形になったわけでありまして、このあたりを

よくよく考えていかないと、ますます日本の国力が減退するというふうに思うわけであり

ます。 

 ２０４０年には人口が７，５００万人になると言われて久しいわけでありますけれども、

私たちはこの問題に関して手をこまねいておるわけにいかないわけでございまして、この

厳然たる事実を念頭に置いていただきまして、この第１回の鳥取市総合企画委員会の中で

十分鳥取市のために、また日本国のためにということを協議願えたら幸いでございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

【林副委員長】 
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 副委員長に就任させていただきました林由紀子と申します。今、安田委員長さんの非常

に大きな、世界に冠たる日本というお話をいただきましたが、鳥取県も人口は一番全国で

少ないんですけれども、きらりと光るようなものはたくさんあるし、鳥取市もいろんな取

り組みをしてきているのですごいと思っておりますが、どうしても人口が減り、そしてお

金も徐々に減っていく。その中で、やっぱりここは違うぞと思うような鳥取市を皆さんの

力で、そういう計画になるようにできたらいいなと思っております。安田委員長さんをお

支えしながら、皆さんの意見もいろいろいただいて、いい形で委員会を運営することがで

きればと思っておりますので、どうぞ皆様、御協力方、よろしくお願いいたします。 

５ 諮問 

６ 議事 

【高橋企画推進部長】 

それでは、議事に入りたいと思います。本委員会の条例によりまして、議長は委員長

にお願いするということになっております。それでは、安田委員長、以降の進行をよろし

くお願いいたします。 

【安田委員長】 

 それでは、議事に入らせていただきます。お手元の資料の次第にのっとりまして進行し

てまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず初めに、鳥取市の人口動向（平成３０年）について、事務局より説明いたします。 

【塩谷政策企画課長】 

 政策企画課の塩谷と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

鳥取市の人口動向（平成３０年）、資料１をご覧ください。この中で、上の四角の中

に、総括的に星を３つ掲げて記入をしております。まず１つ目の星ですけども、平成３０

年の出生数は微増、それから死亡数は微減ということで、引き続き自然減の状態であると

いうことでございます。自然減といいますのは、死亡数が出生数を上回っているというよ

うなことで、自然減ということでございます。 

 ２つ目の星ですけども、転入は県外、県内ともに減少ということです。また、転出につ

いて、県内、県外とも増加ということで、転出の超過が増加したというような状況でござ

います。 
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 それから、３つ目の星ですけども、先ほどの自然減、それから２番目の社会減の状態が

続いておりまして、今後も出生率、出生数の向上や若者の転出超過の抑制、移住定住の促

進など、人口減少の抑制につながる積極的な取り組みが必要であるというふうにまとめて

おります。 

 具体的にその下を見ていきますと、まず、１番目の自然動態の推移というところでござ

います。先ほども申し上げましたが、出生数が微増ということで、平成２９年よりは平成

３０年が２２人多く生まれて、１，４４２人ということでございます。それから、死亡数

は微減ということで、昨年よりも５１人減ということで、２，２１３人ということでござ

います。そこにある自然動態の推移ということで、出生数と死亡数を平成２３年度からず

っと推移を記入しております。ずっと自然減の状態が続いておるというようなところでご

ざいます。それから、その下の表の出生数と合計特殊出生率の推移ということでございま

すが、こちらを見ていただきますと、平成２７年からこの地方創生という取り組みを進め

ておるのですが、そのときの鳥取市の合計特殊出生率は１．６６ということでございまし

た。そこから毎年０．１ポイントずつ下がっておりまして、平成２８年が１．５５、平成

２９年が１．４５ということで、直近の数字はまだ出ておりませんので、平成３０年はま

だ未確定ということですけども、今の状況でいくと余り期待はできないかなというところ

でございます。 

 それから、２つ目の社会動態の推移ということです。転入数が減少ということで、県内

からの転入、県外からの転入とも減少ということで、昨年度、２９よりも２７２人の減少

ということで、４，６８１人ということです。それから、転出数は増加ということで、県

内転出、それから県外への転出ということで、両方とも増加ということで、１３０人増加

をしております。平成３０年で５，４０９人という転出者数でございます。 

 四角で囲っておりますが、転出超過が増加ということで、平成３０年は７２８人の転出

超過ということでございます。平成２９年と比べると４０２人ふえているというような状

況でございます。一番下に転出超過数の推移をずっと書いておりますが、平成２８年、２

９年のあたりは若干転出超過数が減っておったのですが、平成３０年で△の７２８人とい

うことで、また少し転出超過がふえたというようなことでございます。この要因につきま

してはいろいろあるとは思うのですけども、東京一極集中が進んでおるということ。それ

から、企業につきましても、大学を卒業して就職される若い方たちが、やはり初任給の多

いところとか、そういったことで、東京なり都市部に出ていってしまうというようなこと
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がありまして、この転出の超過が続いておるというような状況でございます。 

 裏に行きまして、転出超過の主な原因といいますか、先ほど申し上げたように、若い方

が転出をしているということで、そちらに若年層の転入転出の状況ということで、平成２

２年からの推移を載せております。やはり２０歳から２４歳のあたりは、毎年４００人、

５００人ぐらいの転出超過ということで、このあたりの転出超過が鳥取市の人口減少の要

因にもなっておるというような状況でございます。 

 それから、下の参考で、平成２７年の国勢調査の人口、それから人口推計との比較とい

うようなことで、Ｃというところが平成２７年の国勢調査の人口、１９万３，７１７人と

いうのが平成２７年の国勢調査です。来年、国勢調査が行われますけども、まだそこの数

値を見ないとわかりませんが、先ほど副市長も申し上げましたけれども、直近の住基人口

でいきますと１８万７，０００人ぐらいになっておるというようなところでございますの

で、人口減少に歯どめがかかっていないというような状況でございます。 

 人口動向につきましては以上でございます。 

【安田委員長】 

ありがとうございます。この説明におきまして、何か御質問、御意見等がございまし

たらお受けいたします。いいかがでしょうか。 

冒頭、私の挨拶の中で２０４０年ということを申し上げたと思いますが、実は間違っ

ております。２０６０年でございました。あと４０年先の話でございます。失礼いたしま

した。 

今の説明に対しまして、何かございませんでしょうか。なければ、次に行かせていた

だきますが、よろしいですか。それでは、次に移らせていただきます。 

 続きまして、鳥取市創生総合戦略の外部評価について、資料２並びに資料２－１、２－

２、これを事務局より説明をお願いいたします。 

【塩谷政策企画課長】 

 資料の２、それから資料２－１、それから資料の２－２の説明をさせていただきます。 

 資料の２をご覧ください。鳥取市創生総合戦略の施策評価の一覧表ということでまとめ

たものでございます。委員の皆様に外部評価ということで、２０名の委員を、ひとづくり

に７名、しごとづくりに６名、まちづくりに７名というふうに分野を分けまして、それぞ

れ評価をいただいたものでございます。 

 内部評価の結果を踏まえまして、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階での評価をお願いしたところ
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でございます。評価につきましては、最も多い評価を評価結果として採用しております。

また、評価結果が同数の場合は低い評価結果を採用しているというふうに表示しておりま

す。そこのＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４つの評価での評価区分です。それから星印の２番目ですけ

れども、取り組み状況の概要ということで、下の表も一緒に見ていただきますけれども、

取り組みは全体としておおむね順調であるということで、達成と順調を合わせての割合に

つきましては７１％ということでございます。ＫＰＩ、重要業績評価指標といいますけど

も、目標値のＫＰＩでは、そこにあります放課後児童クラブ数、これはナンバー２７とな

っておりますが、２８です。申し訳ございません。訂正をお願いしたいと思います。 

 こちらは、資料２の７ページの一番下のところの２８番、放課後児童クラブ・放課後子

ども教室による児童の健全な発達の促進というようなことで、実績としましては６２カ所、

達成率が１０９％ということで、達成というようなことでございます。 

 それから、もう一回表に返っていただきまして、シルバー人材センター派遣事業受注件

数、ナンバー７２ですけども、こちらはページでいきますと１８ページの７２番ですけれ

ども、市のシルバー人材センターの運営支援による高齢者の就業機会の確保と拡大という

ことで、実績につきましては派遣事業受注件数５４件ということで、達成率約１５９％と

いうようなことで、達成をしているというところです。 

 それから、また表にかえりまして、国際観光客サポートセンター利用者数、ナンバー９

４、こちらが２４ページの一番下です。９４番、外国人観光客の受け入れ体制の整備、広

報・誘客活動による国際観光の推進ということで、実績としましては、国際観光客サポー

トセンター利用者数が１万４，５１１人、達成率は約１３１％で達成というようなことな

ど、表に返っていただきまして、こういったことで、３３項目で目標を達成したというと

ころでございます。本年度の総合戦略の改定において、施策内容及びＫＰＩ等の見直しを

行っていくということでございます。 

 それから、星の３番のＫＰＩの評価状況ということですが、先ほど申し上げましたよう

に、達成と順調を合わせると７１％ということでございます。それから、未評価の４とい

うのが下に米印がありますが、こちら、県が観光入り込み客数を明日発表されるというよ

うなことですので、その数字が入ったら、また評価をお願いしたいと思っております。そ

れから、隣の外部評価のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄのところでございますが、ＡとＢの評価を合わせ

ますと、割合でいくと８５％ということで、今回、Ｄ評価がなくて、Ｃ評価が１７件とい

うことで、１５％というような結果になっております。 
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 それから、一番下の４番、主な課題と方針ですけども、まず一つが、出生数の減少、死

亡数の増加による人口減少ということであります。先ほども申し上げましたように、合計

特殊出生率は低下をしていると。平成２７年、１．６６が平成２９年、１．４５というこ

とでございます。それから、少子化進行の歯どめには至っていないということから、結婚

支援施策を推進、それから企業の働き方改革を推進、それから子育てしやすい職場環境づ

くりを進めていくというようなことが必要であると思っております。 

 それから、２番目の若者定住、先ほど申し上げましたけども、１０代後半から２０代の

転出超過数は、平均すると横ばい、５００数人ですけども、地域や産業を支える若者の流

出に歯どめをかけ、若者定着やＵＪＩターンを推進するためのさらなる取り組みが必要で

あるということでございます。 

 それから、３つ目、人手不足の解消ということで、雇用情勢の改善に伴い、今後も深刻

化が予想される人手不足を解消するため、人材確保、人材育成、生産性の向上の一体的な

推進が必要であるということを記入しております。 

 上記の課題に対応するため、効果的な施策を市民、団体、企業、教育機関等一体となり

まして、また、因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏を構成する各町と連携して取り組ん

でいくというようなことでまとめております。 

 以上が資料の２です。 

 続きまして、資料の２－１でございます。先ほど外部評価をいただいて、Ｃ、Ｄについ

ての記入ということで、今回、Ｄ評価がありませんでしたので、Ｃ評価のものの一覧とし

てまとめたものでございます。全部で１８項目ありますけれども、先ほどの表では１７項

目と申し上げましたが、一番上の管理番号２番につきましては基本目標というところです

ので、施策からは外して、１７項目というふうに記入をさせていただきました。こちらの

Ｃ評価のものにつきましては、次回、１０月に開催する予定にしております総合企画委員

会で現在の取り組みは説明をさせていただくということで、今日のところはこの説明はご

ざいませんので、よろしくお願いいたします。 

 それから、次に資料の２－２、Ａ４の横のものでございます。各委員の皆様に施策評価

をしていただいたときに、質問でありますとか、御意見をいただいております。それをま

とめたものでございます。例年ですと、これを一つ一つ、こちらから説明もやっておった

のですけれども、今回件数が多いということで、全部で４６件の御意見、質問がございま

したので、ちょっと時間がございませんので、一応事前に皆様には見ていただいていると
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いうことで、また後で追加の質問等がございましたらお受けするという形にさせていただ

きたいと思います。 

 この中で１点、２ページの管理番号８０番、真ん中の森本委員さんの御意見であります。

質問内容としましては、限られた企業数では就職達成率半数に満たないのは仕方ないが、

総合評価順調とは言えないのではということで、先ほどの資料２の２１ページを開いてい

ただきまして、一番上の８０番です。施策名としては、鳥取市無料職業紹介所によるＵＪ

Ｉターン希望の求職者と市内企業とのマッチング支援ということで、こちらを横に行って

みますと、内部評価の評価区分は順調となっておるのですけども、これが前年よりも達成

率が低いですし、それから、実績で２４％。達成率も４０％と。なので、順調ではないの

ではないかという森本委員さんからの御意見をいただきまして、担当課の回答としまして

は、委員御指摘のとおり、達成率が前年を下回っており、評価を遅延へと修正しますと。

今後も求職者に寄り添いながら、一人でも多くの方の就職につながるよう取り組んでまい

りますという回答にしておりますので、この「順調」というのを「遅延」に変更させてい

ただきたいと思います。こちらの内部評価が「遅延」に変わりますので、外部評価も変わ

るのではないかということで、またこれも後日、もう一度評価表を送らせていただきます

ので、再度、評価をお願いしたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で資料２、資料２－１、２－２の説明を終わります。 

【安田委員長】 

 ありがとうございます。今回は委員の皆様、半数以上が新しい役員という形でございま

して、たくさんの御質問をいただきました。まとめて事前にご覧いただいたと思いますけ

れども、いや、これではちょっと不満足である、さらにちょっとお尋ねしたいというよう

なことがございましたら、挙手をお願いできますでしょうか。自分の質問に対しては拝見

なさったと思いますけれども。不満足であるか、いや、もう少しこれが言いたいというよ

うなことがありますれば。いかがでしょうか。御遠慮なさらず。質問については担当部長

さん、事務局が対応いたしますので、忌憚のないところをお聞かせ願えたらと思いますけ

ど。 

 大変な、たくさんの項目でございますので、こういう形にさせていただきましたけど、

なければ、次に移らせていただいてよろしいですか。 

 ないようですので、次に移らせていただきます。 

 それでは、続きまして、次期の鳥取市総合計画の策定方針及び鳥取市創生総合戦略の改
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定について、資料３並びに資料３－１、３－２、議事（４）の鳥取市民アンケートの実施

について資料４、これを一括して事務局より説明をいただきます。 

【塩谷政策企画課長】 

 資料３をご覧ください。次期総合計画及び総合戦略の策定に向けた取り組み方針という

ことで、Ａ４の表裏になっております。 

 まず１番目ですけども、次期総合計画の取り組み方針についてということで、（１）基

本的な方向ということでございます。次の方向に沿って基本構想、基本計画を策定すると

いうふうに考えております。①番から⑤番までありますが、まず①番、人口減少・少子高

齢化社会を前提とした計画、それから②番目、若い世代の意見を取り入れた計画、それか

ら③、市民ニーズ、社会経済情勢、社会制度の変化への対応、それから④、効率的、効果

的、戦略的な市政経営の視点、それから⑤、市民にとってわかりやすい計画というふうな

５つの基本的な方向性で策定してまいりたいと考えております。 

 （２）番目で、新たに反映させる要素ということで、まず①番目ですけども、中核市と

して、圏域全体を見据えた市政経営の視点ということがまず１つ目。それから②がＳＤＧ

ｓの観点、それから③がＳｏｃｉｅｔｙ５．０の観点ということで、ＳＤＧｓの観点につ

きましては、資料の３－１という附属の資料をつけておりますし、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０

の観点ということで、資料の３－２の資料をつけております。こちらは、国の総合戦略の

策定の基本方針にも掲げておりまして、昨今の世界情勢といいますか、そういったところ

から来ているものでございます。ＳＤＧｓというのが持続可能な開発目標ということで、

こちらは２０１５年の国連のサミットで全会一致で採択されたものでございます。誰一人

取り残さない、持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、２０３０年を年限と

する１７の国際目標ということで、そちらに図が描いてありますけれども、１番から１７

番まで、いろいろ貧困でありますとか、飢餓でありますとか、保健、教育、ジェンダー

等々、いろんな目標がございまして、こちらを国を挙げてといいますか、国なり市町村、

企業、全てのところがこの目標に向かってやっていきましょうというような開発目標でご

ざいます。こういったものを総合計画なり総合戦略にも考え方を入れていくというような

ことで、策定をするというようなところでございます。 

 それからもう一つ、資料３－２ですが、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０ということで、こちらも

図をつけておりますけれども、段階がＳｏｃｉｅｔｙ１．０から５．０まであります。１．

０が狩猟、それから２．０が農耕、３．０が工業、４．０が情報ということで、次の新た
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な社会ということでＳｏｃｉｅｔｙ５．０というようなことで、ＩｏＴでありますとか、

ＡＩ、人工知能でありますとか、ロボットの活用とか、そういったいろんなことで時代が

進歩して変わっていくということで、それに対応した計画をつくっていこうというような

ところでのＳｏｃｉｅｔｙ５．０ということの観点というところでございます。こちらは

またゆっくりご覧いただいたらと思いますので、よろしくお願いします。 

 資料３に戻っていただきまして、（３）の計画の構成等ということで、まず①番、構成

内容は現行計画と同様とするということで、１０次総を基本にというところでございます。

３階層でつくる予定にしておりまして、まず基本構想ということで、将来像を明確に定め

る、基本構想の構想期間は１０年間ということで、令和３年度から令和１２年度までの１

０年間でございます。それから、基本計画は、将来像を実現するための基本的方向及び具

体的施策とＫＰＩを定めるということで、基本計画期間は５年間ということで、令和３年

度から令和７年度まででございます。それから、その下の実施計画、こちらは基本計画で

示す施策の具体的な事業を前期と後期に区分して定めるということで、実施計画の計画期

間としましては、前期が令和３年度から令和５年度の３年間、それから、後期が１年ダブ

るのですけれども、後期が令和５年度から令和７年度までの３年間というふうに計画をつ

くる予定にしております。 

 それから、②番目の、次期総合計画における総合戦略の位置づけということでございま

す。こちらは、現行計画同様、総合計画基本計画の重点施策（人口減少対策）として位置

づけるということで、その下に図を描いておりますけれども、総合計画の基本計画の中に

重点施策ということで鳥取市創生総合戦略を位置づけております。 

 また、③番目の連携中枢都市圏ビジョンの位置づけということで、こちらも地方創生の

取り組みの一環として総合戦略に包含し、重点施策として位置づけるということで、その

下に因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏のビジョンというのも入れております。 

 はぐっていただきまして、裏面でございます。２番で、鳥取市創生総合戦略の改定につ

いてということで、（１）番、計画期間についてということでございます。現行の鳥取市

創生総合戦略の計画期間は平成２７年度から令和元年度、今年度ですけれども、５年間と

なっております。本市における施策を効果的・計画的に推進するため、次期総合計画と一

体的に策定する必要があるということでございます。このため、創生総合戦略の計画期間

を１年間延長して令和２年度までとし、令和３年度から令和７年度までを計画期間とする

次期創生総合戦略の策定に向けて取り組むこととするということを記入しております。 



－13－

 そこにちょっと図を記入させていただいておりますが、まず現行を見ていただきますと、

オレンジの部分の総合戦略は平成２７年度から始まっておるのですが、第１０次の基本計

画、その上の青いところは２８年度からということで、１年間ずれが生じております。総

合計画でいきますと、１１次総は令和３年度からですが、総合戦略は来年度、令和２年か

ら通常ですと始まる計画になっております。これを、下の改定というふうにしております

が、総合戦略を１年間延長しまして、総合戦略期間を６年間に延ばして、令和３年度から

１１次総と次期の総合戦略を同時にスタートさせたいということで今計画をしております。

１年間総合戦略を延長して、令和３年度の総合計画と総合戦略の始期を一緒にするという

計画にしております。 

 （２）現創生総合戦略のＫＰＩの設定についてということで、５年間の目標値となって

いるものについては、現行の総合計画の基本目標と整合性を図りながら、６年間の目標値

を設定することとしておりまして、その他のＫＰＩについては、基本的には現在の方向性

を引き継ぐこととするが、いずれのＫＰＩについても、現在の達成状況や効果検証を踏ま

えて見直しを行うというようなことで記入をしております。ですので、国は今年度、次期

総合戦略を策定されると思うのですけれども、鳥取市は今の現行の総合戦略を１年延長し

て、令和３年度からの総合戦略にしたいというように考えております。 

 ３番目、今後の主なスケジュールということで、まず、本年度、令和元年度ですが、市

民アンケート調査、都市特性分析、基礎データの収集・分析、また各種団体等との意見交

換、ストリートミーティング等です。それから、現行総合計画及び創生総合戦略の成果検

証、それから創生総合戦略の改定、それから次期総合計画・創生総合戦略の策定方針の策

定というようなことを今年度予定しております。 

 （２）で、令和２年度、来年度でございますが、骨子案（基本構想、基本計画、創生総

合戦略）の作成・審議、それから素案の作成審議、それから総合企画委員会、地域振興会

議、議会等で素案の審議・市民政策コメントの実施等を考えております。それから原案の

作成、それから前期実施計画の作成、それから議会への基本構想の上程ということで、総

合計画につきましては、基本構想部分が議決の事項になっておりますので、２月議会に基

本構想を上程するというような予定にしております。そうしまして、令和３年４月から次

期総合計画と次期創生総合戦略がスタートするというようなスケジュールで進めていきた

いと考えております。 

 続きまして、資料の４をご覧ください。資料の４は、令和元年度鳥取市総合計画市民ア
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ンケート調査についてということで、裏表のＡ４で資料をつくっております。 

 まず、調査の目的ですけども、第１０次鳥取市総合計画の基本構想と基本計画には、計

画に基づく事業の成果を市民にわかりやすく示すため、数値目標が掲げられておるところ

でございます。この数値目標につきましては、毎年達成状況を進行管理している項目と、

それから、計画の一定期間経過後に市民の日常生活における満足度について市民アンケー

トを実施し、事業の達成状況を把握する項目があります。このアンケート調査は、これら

の項目について、市民の満足度を把握するために実施するものでございます。また、調査

結果は次期総合計画策定の基礎的資料としても活用するということでございます。 

 ２番の調査内容でございます。前回、平成２６年度の市民アンケート調査の結果が数値

目標の基準値となっているため、これらの調査から必要な質問項目を整理したアンケート

を調査票とします。ということで、調査項目の構成比較ということで、前回の平成２６年

度に行ったものと、それから今年度、令和元年度に実施する予定の項目をそこに載せてお

ります。令和元年度につきましては、⑧の、本市の近年の状況に応じた質問項目というこ

とで、先ほどからあります中核市でありますとか、連携中枢都市圏でありますとか、そう

いった新たな動きもありますので、そういった質問項目も追加して実施すると。ただ、前

回の平成２６年度との対比というのがございますので、平成２６年度の対比がわかるよう

な内容にして、平成２６年度と令和元年度でどれぐらい変わったかというようなことがわ

かるような、そういったアンケートにしたいと思っております。 

 ３番の調査スケジュールでございます。５月２７日に公募型のプロポーザルを実施いた

しまして、山陰合同銀行さんにこの調査業務の委託が決定しております。今、アンケート

の準備をしておりますが、８月から９月でアンケート調査を実施いたしまして、１１月下

旬にはアンケートの結果集計、分析ができるものと思っております。 

 それから、４番の対象者でございます。鳥取市に居住する１５歳以上の者から無作為に

抽出した４，０００人ということで、４，０００人の方にアンケート調査を送付する予定

にしております。 

 それから、５番の調査実施についての広報ということで、市報に掲載、またホームペー

ジに掲載していくというようなことでございます。 

 それから、裏面の６番で、その他のアンケート調査についてということで、そこに３点

ほど掲げております。まず１つ目が、高校生・大学生への意識調査。これは実施しており

ますが、市内の高校３年及び大学生１，０００人程度を対象としまして、進路希望や今後
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の定住意向に関する意識調査を実施しております。それから、２番目の転出者アンケート

ということで、鳥取市を転出する方を対象に、転出手続時に転出理由等に関するアンケー

トを実施しています。こちらは、市民課等の窓口に来られた転出される方に任意でお願い

をしているというものでございまして、これは本年の５月から実施をしておるところでご

ざいます。それから、３つ目の鳥取市のイメージ調査ということで、こちらは都市部に居

住しておられる、首都圏５００名、関西圏５００名、計１，０００名を対象とした鳥取市

のイメージ調査をウエブアンケートで実施するということで、こちらも山陰合同銀行さん

に業務を委託いたしまして、イメージ調査もするというようなところで進めておるところ

でございます。 

 それから、別紙でつけておりますけども、鳥取市民アンケート調査票の案ということで、

ホッチキスどめのアンケート調査票をつけております。こちらが実際に市民の皆様にお送

りするアンケートの調査票ということで、かなりのボリュームがありますので、なかなか

回収率も半分ぐらいかなとは思っておるのですけれども、こちらのアンケートを実施して

いくというところでございます。 

 前回と変更になった点につきましては、１ページでいいますと、⑧番の通勤・通学先地

域ということで、１０番、鳥取県東部の４町、それから１１番に兵庫県北部というような

ことで圏域等の項目を追加したというようなものがあります。 

 それから、はぐっていただいて、３ページに表が描いてあると思いますけれども、前回

のアンケート調査では、満足度というところまでしか聞いていなかったのですけれども、

今回は、それプラス重要度ということで、４段階の重要度を加えております。こちらは、

分析される山陰合同銀行さんからの要望もありまして、満足度だけではなくて、重要度と

いうのも一緒に聞いてはどうかという提案がございましたので、満足度と重要度を聞くと

いうようなアンケートの調査票となっております。なかなか答えるほうとしては少し面倒

かもしれませんけれども、重要度、満足度と両方聞くというようなところでございます。 

 それから、６ページのあたり、質問４の、鳥取市の将来像についてお尋ねしますという

項目で、そこに１番から１３番までありますけれども、追加した項目は、その１３番の一

番下の、因幡・但馬の圏域自治体と連携・協力し、圏域の発展を牽引する都市というよう

な選択肢をふやしております。 

 それから、８ページの質問５のところで、鳥取市の情報提供についてお尋ねしますとい

うような項目がありますけども、こちらの②と③は新たに追加したものでございます。②
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が、鳥取市から提供される情報を主にどのような手段で入手されますかというような項目、

それから③が、ふだん鳥取市から提供される情報にどの程度関心を持っていますかという

ようなところを追加で加えております。 

 それから、１１ページ、質問の８は追加した質問でございます。因幡・但馬麒麟のまち

連携中枢都市圏についてということで、質問の８は丸々新規の質問というところでござい

ます。 

 以上がアンケート調査票の説明でございます。 

【安田委員長】 

何か御質問や御意見等ありましたらお願いいたします。ちなみに平成２６年度、アン

ケートの回収率はどれぐらいありましたか。ちょっと古い話で申しわけないです。 

【塩谷政策企画課長】 

 平成２６年度は、送付者４，０００人に対しまして、回収数が２，０５０人ということ

で、回収率は５１．３％です。 

【安田委員長】 

 優秀ですね。なるほど、半分以上になっているということですね。ここらでいかがでし

ょう。御意見はございませんか。 

【清水委員】 

 ちょっとよろしいですか。 

【安田委員長】 

 どうぞ。 

【清水委員】 

 いなば農協の清水でございます。新しいアンケートに中核都市なりの分野が追加されて

いるということで、これを踏まえて次の計画に盛り込むという方向性ということで理解し

てよろしいわけですよね。そうなりますと、中核圏域の方針そのもの、関係市町全体の方

針というのにはどういうふうにリンクされるという流れを予定しておられるのでしょうか。 

【安田委員長】 

 事務局お願いします。 

【塩谷政策企画課長】 

 総合計画なり総合戦略は、それぞれの市町で策定はされているものでございますので、

それぞれの市町の総合戦略はそれで策定をされると思いますけれども、先ほど申し上げま
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した因幡・但馬麒麟のまちの連携中枢都市圏のビジョンというものがございます。こちら

は、ビジョンの中に９０事業の連携してやる事業を掲げておるのですけれども、そういっ

たところを一緒にやっていこうというようなことで進めておるところでございます。それ

も踏まえて、各市町とも連携してやっていくということは掲げるつもりですけれども、ち

ょっとアンケートではそれが見えないところはあるかもしれませんけれども、計画上は協

力してやっていくというところでございます。 

【安田委員長】 

 ありがとうございました。 その他いかがでしょうか。せっかくですので、どなたでも

結構ですから。よろしいでしょうか。 

 ないようでございますので、次に行かせていただきます。 

 ちょっと早過ぎるのですが、皆さんの御協力で、この暑いせいかもわかりませんが、せ

っかくですので、今回、初めて新任でこの委員会をチョイスしていただきました方に、何

か感じるところか、それとも今現在、いろんな悩み、突然の話で申しわけございませんけ

れども、何かありましたら一言、二言いただけませんでしょうか。 

 吉田さんは引き継ぎでしたか。 

【吉田委員】 

 いや、初めてです。 

【安田委員長】 

 初めてですよね。吉田さん、その次に山本さんですか、ちょっと一言いただけませんか。 

【吉田委員】 

 青年商工会の吉田と申します。僕も会社を経営しておりまして、従業員を３０人ほど抱

えています。この間、若い子が結婚されたんですけれども、結婚式を挙げないという形が

今非常に増えておりまして、まだ２３歳、４歳ですけれども、子どもを産むつもりがない

というお話をされている状況でございます。もちろん弊社もお給料とか、お休み、休みは

国の政策にのっとりまして、徐々に増やしていっているのですけれども、やはりなかなか

賃金を上げられる状態でもない中で、先ほどの出生率も見たのですが、そこの対策という

のは、もちろん鳥取市だけではなくて、一企業としても、やはり責任を感じておりますし、

逆に私、もうすぐ子どもがまた産まれるのですが、そういう、また子育てできる幸せとい

うものを少しずつ若い子に伝えていかなければいけないなというふうにも感じております

し、そこを仕事云々に限らずに、鳥取市のやはり人口を増やす意味では、何か協力ができ
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たらなというふうに考えますので、そういった身近なことを少しずつ、またもう１年間考

えさせていただきたいというふうに思います。 

【安田委員長】 

 ありがとうございます。ごめんなさい、山本さん。 

【山本委員】  

山本です。私の一市民的な感覚でいくと、まず、この国、地域もそうだと思うんです

が、何かまだ自分たちが、特に若い世代が思っている感覚、要望したい感覚というのと、

またここで話し合われていることは、やっぱり組織を動かすことの内容を話しているので

難しいところですが、そこの剥離というか、まだ差をすごく感じるというのが率直な意見

ですし、ただ、その意見をどう反映させていくかということはすごく難しいですし、実行

していくというのはもっと難しい。今回いろいろ資料を見ても、いろいろ思うことはある

のですが、よく考えると、でも、それは難しいなとか、自分でもこういう委員会に出席し

て、私、市役所の方のこととかを考えると、組織として考えると難しいなとすごく思って

いて、今回、委員会に参加しても、意見といっても、もうふわあんと、この辺に、まだこ

ういう組織とかこの内容が、まだちゃんと全てが鳥取市のことがわかっていない、しかも

移住して１年。高校生のときまではいたんですけれども、どうかかわっていったらいいの

かというのは、すごく今困惑しているというところです。 

 例えば、今も委員長さんから意見がありませんかと言われますけれども、意見とか質問

となると、かなり準備してこないと無理だなというふうに感じているのが率直な意見で、

私の思っているもやもやをどう反映させていくか、すごく難しいなと今感じているところ

でもあります。すみません、あんまり大した意見がなくて申し訳ないですが。 

【安田委員長】 

 いやいや、ありがとうございます。浜江さん、何か一言いただけますでしょうか。 

【浜江委員】 

 年はたっておりますが、参加は初めての浜江と申します。私は青谷町の地域振興会議に

参加させていただいて、そのときも、その会に出て、あら、こんなことがあったんだと、

改めて知ることがとてもたくさんありました。今日もここに参加させていただいて、ああ、

そうなのか、まず驚いたのは、前回の会のときに、こんな分厚いのをいただいて、これを

評価しなさいと、何だろうなと思いながら、一言一句を理解するのに、何か冊子がありま

したよね、あれをめくりながら、まあ、この年にして知らないことばっかりだなと、恥ず
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かしい気持ちを抱きながら、少しずつわかってきたのが実情です。やっぱり私も仕事をし

ていたのでというのが言い訳ですけれども、本当に世の中というか、地域のことを知ろう

としていなかった。情報をいっぱいいただいていたのに、本当に知っていなかったことが

たくさんありました。青谷でも思ったのですが、今日もここに出て、市全体のこと、本当

に知らないなと思いました。こういう場に参加させていただいている私は個人的にとても

得をしているのですが、これを本当に、せっかく青谷から来たのに、青谷のためにどうし

たらいいのかなというのが一つの悩みです。 

 今、アンケートを見させていただいて、次のアンケートですね。地域のことについてど

れくらい関心を持っているのかな、参加しようとしているのかなということを問うている

項目がありました。私はここにとっても興味を持っています。企画される方はたくさんさ

れるのに、本当に参加しない。もう申し訳ないような気持ちでいっぱいです。もう一つは、

それとは裏返しかどうかは知らないですけれども、市からは、地域の力で、地域で何とか

と言われるのですけれども、それをする世代が限られています。仕事をしているから、子

育て中だから、いろいろな理由をつけて、実際の企画に参加しようとしない。企画しても、

それに賛同しようとしない、参加しようとしない。このあたりをどのように解決していっ

たらいいのかなと思いながら、私は遅ればせながら、青谷のいろいろな行事に参加しよう

として、あちこちおばさんをしているところです。 

 そんなような状態なので、もう少し理解させていただくのに時間が必要かと思いますが、

私の悩みは、とにかく盛り上げる人々をどのように育てていったらいいかなというところ

です。くだらない意見で……。 

【安田委員長】 

 いやいや、ありがとうございます。非常に含蓄のある言葉でございます。杉本さん、よ

ろしいでしょうか。 

【杉本委員】 

 杉本です。私も初めて、今回この会に参加させていただきました。在職中は教育の現場

にずっとおりましたので、鳥取市の総合計画を見て、そこから教育にどうつながってとい

うようなところは、自分なりには鳥取市のものを見てきたつもりではいたんですけれども、

私も今回いろんな資料をたくさんいただいて、本当に鳥取市という大きなくくりの中で、

この会では、ひとづくり、しごとづくり、まちづくりという３つの柱になっておりますけ

れども、それらが本当に融合されて、鳥取市というまちをどうこれから育てていくのか、
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未来ビジョンはどうなのかという視点でこういう会があって、市の行政の皆さんがいろい

ろ知恵を出されているんだなということを、ここに参加させていただいて、実感している

ところです。 

 ただ、私が教育の現場におりましたときも、私の２０代、３０代の若い頃から比べます

と、本当にこの何十年の教育の中でも、地域の人たちのたくさんのお力や、それから保護

者さん、あるいはたくさんの関係、会社の専門家の方とか、そういう方々のお力をお借り

して子どもたちを育てていくというところは、すごく浸透してきているというか、そうい

うところはあったのかなというふうに思いますけれども、まだまだ鳥取市にはいいものが

たくさんあって、それをどうやって皆さんと共有しながら、鳥取市をよりよいものにして

いくのかというところで、私もひとついろいろ考えさせていただけたらなというふうに、

今回、この会に参加して思っているところです。以上です。 

【安田委員長】 

 ありがとうございます。子育ての関係で、山田康子さん、よろしいでしょうか。一言お

願いできますでしょうか。 

【山田委員】 

 私は、地域で子育てをみんなでしていこうという視点で活動してはいるんですが、ちょ

っと一つ気になる、アンケートのことで御質問というか、してもいいですか。 

【安田委員長】 

 はい、どうぞ。 

【山田委員】 

 ７ページの、鳥取市では、子育てしやすい環境づくりなどに取り組んでいますで、今、

子育てをしていますかという５番の問いはいいんですが、６番の子育てを楽しいと感じま

すかという問いもまあいいんですが、鳥取市としてというか、鳥取で子育てをして、子育

てしやすかったかどう、子育てしやすい環境をつくっていくという視点からいうと、子育

てがしやすかったですかとか、何かそういう質問があってもいいのかなというふうにちら

っと思いました。今子育てをしている人が、逆に言えば、どういうところが不満ではない

ですけれども、こういうことがあればいいという何かその他とかで括弧書きに具体的にと

かいというアイデアとか御意見がいただければ、また次の子育ての環境づくりにつながっ

ていくのかなというふうにアンケートを見ながら感じました。 

 私もまだまだ勉強不足なところで難しいなというふうに感じるところもあるんですけれ
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ども、鳥取市全体で子育てがしやすい鳥取だよということが広がっていけば、先ほどどな

たかも言われていましたけれども、やっぱり子どもの笑い声があちこちにある鳥取がずっ

と続いていくような、何かしらいい形に結びつけるようになっていけばいいのかなという

ふうに思っています。 

【安田委員長】 

 ありがとうございました。アンケートの件で、事務局お願いします。 

【塩谷政策企画課長】 

 アンケート項目につきましては今の段階では案でございますので、いただいた御意見も

参考にして、検討したいと思います。 

【安田委員長】 

 ぜひお願いしたいと思います。それでは、森本さん、何か御意見をいただけませんか。 

【森本委員】 

 自治連に出まして、今回初めて参加させていただいたんですけれども、アンケートをさ

れるのは結構ですけれども、２年に１遍、地域づくり懇談会というのがありますね、各地

区を回られて、そのときの議題、私は湖南地区で１１月に予定をしてやっているんですけ

れども、その議題の選定がなかなか難しいと。去年されたところの地区の議事録をちょっ

と見せていただいたんですけれども、要は地区の課題だというふうに書いてあるんですが、

何か物足りないところがある。本当にまちづくりの協議会であれば、その地区の課題とい

うのはその地区でないとわからない。それに対する地区の意見等を、市は各地区を回られ

るわけですよ、全地区を。アンケートするより確実な意見が多分入ってくると思うんです。

そういう協議会の議事録等も参考にされて、こういう計画の一環にしていただければいい

なというふうに思います。 

 それと、これは自治連の関係ですが、鳥取市は公民館のあり方、それからまちづくり協

議会のあり方、ある団体なんですけれども、これについて検討をされておられるようです。

ですけども、果たしてこれをどういう状況に持っていかれるのかという結論が見えない。

今、宮下、佐治、こういうところがモデル地区として公民館、まちづくり協議会というも

のをどういうふうにされるのかと。モデル地区としてやっておられるんですけれども。そ

ういう課題がいろいろこの旧市の地区と、新しくなられた国府、鹿野、そういうところの

地区とのやっぱり隔たりがちょっとあるのではないかなと。行政サービスは各地区平等で

はなければならないというふうに思いますけれども、旧市と新しくなった、前の郡部とい
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うんですか、そこの地区との何か差があるような気がします。だから、地域づくりの協議

会を通じて、各地区の課題というものを順次吸い上げていただいて、こういう計画に反映

していただきたいというふうに思います。以上です。 

【安田委員長】 

 どなたかに回答をくれというようなことはありませんか。 

【森本委員】 

 ありません。 

【安田委員長】 

 よろしいですか。 

【森本委員】 

 会のときに話をします。 

【安田委員長】 

 わかりました。アンケートについて、ちょっとそういう地域のことを考えてやってくれ

ているのかというようなことでしょうけど、いかがですか。 

【高橋企画推進部長】 

地域づくり懇談会の話もありましたけれども、アンケートだけではなくて、いろいろ

な意見を参考にしていというのは当然でありますので、そちらは考えていきたいと、参考

にはもちろんさせていただきたいと思いますし、これからのアンケート、それについては、

まだまだ皆さんの意見で変更といいますか、つけ加えたりいたしたいと思いますので、参

考にさせていただきたいというふうに思います。 

【安田委員長】 

 森本さん、よろしいですか。 

【森本委員】  

よろしいです。 

【安田委員長】  

それでは、小谷さん、何かコメントをいただけますでしょうか。 

【小谷委員】 

 私、市役所に勤めておりまして、総合計画は今まで仕事の中で見ながらしていたので、

今回、委員としては初めてなんですけれども、何か自分たちが今まで見てきたものなので、

あっ、これでいいかなみたいな何か安易な感じがしていたんですけれども、いつも思うん
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ですけれども、すごく計画というのはとてもいいものができているんです。計画はいいも

のができていると思うんです。 

 ただ、具体的に市民というか、住民の中に届いて、それが本当に１人ずつが、一人一人

が幸せだなと感じられるような施策になっているかなというところで、ちょっと疑問符と

いうところがあって、浜江さんも言っておられたんですけれども、いろんなまちづくりの

事業であるとか、公民館の事業とか、いろんなものがたくさん計画されても、出る人は一

緒です。では、出ない人はどんなふうに思っているのかなというのを感じながら、私もま

ちづくり協議会の役をしていますし、地域振興会議にも出させていただいているんですが、

そこのところが、本当にここに出てみたいなと言えるような計画ができていないのかなと

いうようなことを感じています。だから、この計画の中で具体的に本当にこんな計画をし

ているんですよみたいなところ、それがこんな事業につながっていますよというようなと

ころが住民のみんなに伝わるようになってほしいなと思いますし、特に広報とか、どうや

って入手しているのかというのがあるんですが、私は市役所に勤めているときは、いろん

な情報はもう要らないぐらい入っていたんですけれども、家にいたら、本当に自分が読ま

なければ、市報もそのまま廃棄されているという状況もありますし、ホームページでなん

て言っても全然見ない人も多いですし、本当にそういう必要な人に必要な情報をどんなふ

うに届ければいいのかなというのを今感じています。 

 だから、市役所に勤めているときには、いっぱい情報を送っているでしょう、みたいに

思っていたんですが、みんな、それを拾っていません。だから、市報も見られていないな、

それから、情報も届いてこなかったりというのはいっぱいあります。私は、いろんな会に

出させていただいているので、情報は結構見ないといけないなというのもあるので見てい

ますけれども、本当に見ていないのではないかなと思います。特に高齢の方は見るという

ことが結構しんどいです。市報はちょっと字が小さいから見えないですし、それから、本

当にデータでなんていってもなかなかだと思います。河原は町放送があるんですが、結構

そこでいろんな研修会の案内とか健康診断の案内とかはあるんですけれども、そういうの

でちょっと耳に入ったりはするのかもしれないですけれども、一部、自分が本当に情報が

欲しいなという人はすぐ情報を、その市報を見るとか、いろんな届け物をもって見ている

と思うんですけれども、そうではなければ、ほとんどの人が知らないんだなというのをい

つも感じています。 

 あとは、私はいろんなことを通じながら、まず自分というか、本人がかかわらなければ、
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やっぱり満足感とか充実感はないというふうに思っていて、そういうふうに自分がかかわ

るということを住民の皆さんに知ってほしいなというふうに思いながら、日々いろんな事

業には出ているんですが、なかなかそういう人たちは少なくて、生活していくのには余り

関係はないのかもしれないけれども、本当に幸せだなとか鳥取に住んでいてよかったなと

いうふうに思いながら生活しているのかどうかというところを本当にみんな知りたいなと

いうふうに私は思っています。 

【安田委員長】 

ありがとうございます。それでは、次、井上さん、お願いできますか。 

【井上委員】 

 鳥取銀行の井上でございます。私も今回初めて総合企画委員会に出席をさせていただき

ました。鳥取市さんで総合戦略に基づいて、本当に多種多様な取り組みをされていらっし

ゃるというところも、改めて本当に多くの事業をやっていらっしゃるんだなというふうに

感じておるところです。特に、私ども評価委員としてしごとづくりの評価ということで携

わってさせていただくことになろうかとは思うんですけども、ふだんから事業者の方と接

する機会が非常に多い会社でもございますので、少しそういった状況を御説明させていた

だければというふうに思うんですけれども、ものづくりをされていらっしゃる企業、サー

ビス業をされていらっしゃる企業、物を売っていらっしゃる企業さん、どこの企業さんも

今は本当に非常に忙しくされていらっしゃいます。仕事は本当にたくさんあるということ

をおっしゃるんですけれども、共通して言われることは、やっぱり人がいないと、働き手

がいないと。働き手がいれば、もっと成長できるのになとかいったところの声が本当に多

く聞かれます。 

 反面、会社を経営されていらっしゃる方からは、会社は今、順調だけれども後継者がい

ないと。これから１０年後、２０年後を見据えた中で、では、今の自分の会社が残ってい

るのかどうなのかいうようなところに、やっぱりなかなか課題を持っていらっしゃる経営

者の方、たくさんいらっしゃいます。鳥取県内でも後継者不在率というのは７０％を超え

ているというところで、このままいくと本当に廃業が年々、年々増えていってしまうと。

そうなると、当然働きたいのに、鳥取市に帰っていきたいのに働き場所がないということ

で、ますます社会減が進行してしまうという悪循環にならないように、金融機関としても

しっかりと事業承継の対策だったりとか、人手不足、人口が減るというのは、これはもう

いたし方ないと思います。 
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 これから人口を増加させていくというところは、幾ら頑張ってもなかなか難しいかなと

いうふうに思っていますので、少ない人数でいかに生産性を向上させるかといった観点か

ら、銀行側でもいろんなコンサル、ＩＴを活用したりとかＡＩを活用したりとかといった

ところをしっかりと事業者の方にサービス提供させていただいて、少ない人数でもしっか

りと会社が成長できるような取り組みを今、一生懸命やっているところです。今後もます

ます力を入れていかないといけないかなというところで考えているところですけれども、

そういった意味では、全ての問題が人口減少に行き着いてしまうといったところはあると

は思いますが、そういった悲観的なところではなくて、若者でも、うちの銀行でもまちづ

くりに非常に高い関心を持って活動している行員もいたりしますので、鳥取市の若者も全

然捨てたものではないなというふうに私自身も感じております。そういった意味では、市

民アンケートというのは非常にいい取り組みではなかろうかなというふうに思いますし、

でき得れば事業者の方のアンケートなんかももし実施することができるのであれば、個人、

市民の方、事業者の方、それぞれの思いをしっかりと認識して、課題を踏まえたところで

施策に反映していくといったところが理想なのかなというふうには、個人的には感じては

おります。 

 あと、いろんな施策をやっていらっしゃるところでいろんな評価も出てはおりますけれ

ども、やはりその各分野、各分野それぞれが重要な施策だとは思うのですが、その中でも、

この施策の重要度はどれぐらいなのかといったところの重要度がもし色がつけられるので

あれば、その重要度が高いものに対して今の状況がどうで、では、それをどうしたらうま

く進捗はいくのかとかいったような観点から、皆さんも意見が出しやすいのかなというふ

うには感じました。ですので、いろんな事業者の方、市民の方の声が集まるところでもご

ざいますので、いろんな形で、これから次期総合計画や総合戦略の策定等々に少しでもお

力になればなというふうには感じております。 

【安田委員長】 

 ありがとうございました。総評をいただきまして、ありがとうございました。大体以上

で新任の方々の御意見を伺ったと思いますが、欠落していますでしょうか、よろしいでし

ょうか。 

 それでは、次に移らせていただきます。その他でございますけども、事務局より何かご

ざいますでしょうか。 

【古網創生戦略室企画員】 



－26－

事務局からお願いの連絡でございます。今回の総合戦略の評価の際に、先ほど申し上

げました県の観光入り込み客数等が発表になっていなかったため評価いただけなかったも

のにつきまして、県の発表後、また内部評価を行いまして、改めて委員の皆様に評価をお

願いしたいと思います。あわせて、本日、内部評価を変更しましたナンバー８０の施策に

ついても、あわせて同様に送らせていただきたいと思いますので、また郵便でお送りいた

しますので、お手元に届きましたら御協力をお願いしたいと思います。 

 それともう一つ、国の地方創生推進交付金という国の補助金を活用した事業についても、

外部評価お願いしておりまして、こちらも、この総合戦略の未評価分とあわせてまた郵送

でお送りさせていただきたいと思いますので、またよろしくお願いいたします。 

 次回、第２回の総合企画委員会については、１０月下旬を予定しております。また詳細

な日程等決まり次第、御連絡を差し上げたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【塩谷政策企画課長】 

今日、インターネット放送番組というチラシを机に配付させていただきました。こち

らは、昨年から鳥取市がやっているんですけれども、「今夜くらいトットリの話を聞いて

くれないか」ということでユーチューブで配信をしておりまして、そこの中ほどに令和元

年７月３１日水曜日ということで、明日の水曜日が本年度第１回の放送ですけれども、１

９時から配信をしますので、時間のあられる方はご覧いただきたいなと思います。中身と

しましては、ＭＣ、サブＭＣ、コメンテーターというようなことで３名のＭＣの方、コメ

ンテーターが出てこられまして、さらにその回ごとに鳥取市のゲストなり、今回は麒麟の

まちということで１市６町に範囲を広げましてのゲストの方も来られてのお話を聞けると

いうようなことで、明日からでありますが、放送がありますので、インターネットでユー

チューブでご覧いただけたらなと思います。ちなみに第１回は麒麟獅子をテーマにしてお

りますので、なかなかまたおもしろい内容になっておると思いますので、ぜひともご覧い

ただきたいなと思います。 

【安田委員長】 

 ありがとうございました。私が議長をさせていただきまして、こんなに早く終わるのは

初めてでございます。いつも時間が足りなくてでありましたけれども、本日は大変御協力

をいただきましてありがとうございました。 

 以上をもちまして、令和元年度第１回鳥取市総合企画委員会を閉会させていただきます。

どうもありがとうございました。 


